
大事な曲ほど大切に歌いたいい。

麟続」尤自分の曲にする産みの苦しみも
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五
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三
七
八
〇
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九
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ブ
ロ
ッ
コ
リ
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（四
♂
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九
四
四

レ
タ
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（
一
〇
♂
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六
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〇
　
一
一
言
六
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キ
ュ
ウ
リ

（五
♂
）

三
四
五
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ト
マ
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ヘ
コ
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二
五
九
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ピ
ー
マ
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一
五
〇
ゼ
フ
）

一
四
〇

　

　

一
〇
八

サ
ツ
マ
イ
モ

（
五
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一
六
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〇
　
　
八
六
四

ジ

ャ
ガ
イ
モ

（
一
〇
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）

一
六

二
〇

　

一
〇
八
〇

サ
ト
イ
モ

（
五
ま
）
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″
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一
六
二

大
雪
が
す
べ
て
の
音
を
消
す
中
で

熱
い
歌
声
が
ピ
ア
プ
を
つ
れ
て

三
条
市
東
本
成
寺
、
茅
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

（茅
原
保
院
長
）
は
±
■
日
午

後
二
時
か
ら
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
待
合
ホ
ー
ル
で
第
四
十
八
回
胎
教
墨
ツ
サ
ー

ト
ｉ
ｎ
胎
教
サ
ー
ク
ル
を
開
き
、
ソ
プ
ラ
ノ
伊
藤
舞
さ
ん

（胎
Ａ
市
）
と

ピ
ア
ノ
内
田
美
果
さ
ん

（新
潟
市
西
区
）
が
演
奏
し
、
大
雪
の
Ｌ
を
集
ま

っ
た
妊
婦
四
人
と
入
院
中
の
四
人
を
含
む
十
人
余
り
が
伊
藤
さ
ん
の
熱
い

歌
声
に
聞
き
入
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
一
　
　

・

新
年
最
初
の
胎
教
コ
ン
サ
ー
ト

胎
教
サ
ー
ク
ル
は
奇
数
月
一産
や
胎
児
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
一ッ
ス
ン
を
行
い
、
リ
ラ
ッ
ク

に
開
き
、
安
ら
か
な
よ
い
お
一―
シ
ョ
ン
の
た
め
に
胎
教
レ
一ス
し
て
帰
っ
て
ほ
し
い
と
三

十
分
間
、
上
質
な
演
奏
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
セ
ッ
ト
し

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

新
年
最
初
の
演
奏
は
ソ
プ

ラ
ノ
独
唱
で
、
四
、
五
回
目

の
出
演
に
な
る
伊
藤
さ
ん
が

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ポ
ッ
プ
ス

も
加
え
た
六
曲
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
歌
い
、
内
日
さ
ん
が
ピ

ア
ノ
伴
奏
を
務
め
た
。
二
人

は
科
は
違
う
も
の
の
同
じ
高

校
、
音
楽
大
学
の
後
輩
、
先

輩
同
士
。

伊
藤
さ
ん
は
船
丙
出
身
で

新
潟
中
央
高
校
音
楽
科
、
国

立
音
楽
大
学
声
楽
科
を
卒

業
。
第
四
十
五
回
新
潟
県
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
受

賞
。内
田
さ
ん
は
新
潟
市
出
身

で
、
新
潟
中
央
高
校
、
国
立

音
整
実
（学
器
薬
学
科
ピ
ア
ノ

専
攻
を
卒
業
。
新
潟
中
央
高

校
音
楽
科
非
常
勤
講
師
。

ア
ニ
メ
映
画
「ア
ラ
ジ
ン
」

か
ら

「ホ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ワ

に探じ専門店

ビルサービス
暴市猪子場新田270-6

.(0256)46-0029

買い取り強化中:!

―
ル
ド
」
一
、
歌
謡
由
で
は
ヒ

ッ
ト
し
た
今
井
美
樹
の

「Ｔ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
母
親
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
同
世
代
の
妊
婦
た
ち
を

ス
テ
ー
ジ
で
表
現
す
る
豊
か

な

戸
量
で
応
援
し
た
。

大
雪
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
は
や

っ
て
い
る
と
あ

つ

て
、
外
来
の
妊
婦
八
人
が
キ

ャ
ン
セ
ル
し
、
参
加
は
少
人

数
に
な

っ
た
が
、
ぜ
い
た
く

な
貸
し
切
り
状
態
。
臨
月
の

大
き
な
お
な
か
を
な
で
な
が

ら
聴
く
人
も
い
た
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
広
い
伊

藤
さ
ん
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
来

場
客
に
も

っ
と
楽
し
く
聞
い

て
ほ
し
い
と
ア
ン
コ
ー
ル
で

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
を
歌
う
と
喜
ば

・

機
―

馨

Ｉ
墨
１

れ
、

「割
と
熱
い
曲
で
、
私

に
ぴ

っ
た
り
で
す
。
自
信
を

も

っ
て
歌

っ
て
い
ま
す
」
と

紹
介
し
、
胎
教

コ
ン
サ
ー
ト

で
い

つ
か
披
露
し
た
い
の
は

．
　

‐
●
■
‐―
‐
■

．―

　
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「だ
ん
だ
ん
」
の
劇
中
歌
で

茉
奈
佳
奈
が
歌
っ
て
い
た

「い
の
ち
の
歌
」
で

「命
に

感
謝
す
る
、
あ
り
が
と
う
と

い
う
歌
で
す
」
と
紹
介
。

最
後
は

「ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
」
を
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
版
と

情
熱
的
な
マ
ス
カ
ー
ニ
版
の

二
曲
を
熱
唱
し
、
聴
き
比
べ

て
も
ら
っ
た
が
、
マ
ス
カ
ー

ニ
版
は
年
末
に
初
め
て
披
露

し
て
か
ら
二
回
目
の

″新

曲
″
で
、

「皆
さ
ま
の
前
で

歌
う
ま
で
だ
い
ぶ
時
間
が
か

か
っ
た
曲
で
す
。
大
事
な
曲

ほ
ど
大
切
に
歌
い
た
い
。
自

分
の
中
で
Ｏ
Ｋ
が
出
る
の
に

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
」
と
歌
い
手
と
し
て
自
分

の
も
の
に
す
る
産
み
の
苦
し

み
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
伝
え
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
十

一
代
目
う
た
の
お

兄
さ
ん
横
山
だ
い
す
け
さ
ん

が
国
立
音
楽
大
学
の
同
門
の

一
年
後
輩
で
、
雪
の
騒
ぎ
で

持

っ
て
来
る
の
を
忘
れ
た

が
、
卒
業
す
る
と
き
に
写
真

入
り
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
も
ら

っ
て
お
り
、

「ま
た

呼
ん
で
い
た
だ
い
た
ら
、
見

て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
に

こ
や
か
に
話
し
て
い
た
。
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告

株
式
会
社
ツ
ボ
タ
会
長

坪
田
興
三
儀
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ

一

月
二
十

一
日
午
後
四
時
五
十
四
分
行
年

七
十
八
歳
を
以
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
生
前
の
御
厚
誼
を
深
謝
し
謹
ん

０
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（
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ゞ
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ヒ
五
六
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ヒ
Э

欄
暑
の
俸
か
ら
太
て
、輸
く
歌
つ
伊
藤
さ
ん


